
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目

的
に
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
全
国
的
に
は
受
診
率
が　
20

％
前
後
と
低
く
、
発
見
さ
れ
た
と

き
に
は
病
状
が
進
行
し
て
い
る
場

合
が
多
い
な
ど
、
近
年
で
は
が
ん

死
亡
の
増
加
や
若
年
者
で
の
発
生

が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
で
は
、

検
診
方
法
や
対
象
年
齢
を
見
直
し
、

検
診
が
よ
り
効
果
的
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
、「
が
ん
検
診
の
指
針
」
を

改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
が 
毎  
年 
実
施

・ 

・

し
て
い
た
「
乳
が
ん
検
診
」と「
子

宮
が
ん
検
診
」
は
、
平
成　

年
度

17

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診

対
象
は　

歳
以
上

40

乳
が
ん
は　

歳
代
か
ら　

歳
代

40

50

の
女
性
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、　

歳
以
上
の
女
性
を
対
象
と

40

し
ま
す
。

検
診
方
法

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
視
触
診
に

よ
る
検
査
を
併
用
し
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
、
乳
房

専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
、
乳

房
を
片
方
ず
つ
透
明
な
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
板
に
は
さ
ん
で
撮
影
し
、

早
期
の
が
ん
を
発
見
し
ま
す
。

ま
た
、
乳
腺
組
織
の
状
態
に

よ
っ
て
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

用
い
て
も
小
さ
な
影
が
見
つ
け
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

補
う
た
め
に
医
師
に
よ
る
視
触
診

（
乳
房
や
わ
き
の
下
を
視
る
、
触

る
診
察
）
を
併
用
し
ま
す
。

検
診
は
2
年
に
1
回

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
た
検
診
は
、

2
年
に
1
回
の
受
診
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
毎
月
自
己
検
診
を
必

ず
行
な
い
、
し
こ
り
に
触
れ
た
場

合
や
自
覚
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

医
療
機
関
（
乳
腺
外
科
な
ど
）
で

速
や
か
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
に
は
、「
子
宮 
頚 
が

け
い

ん
」と
「
子
宮
体
が
ん
」
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。

子
宮
頚
が
ん
検
診
は　

歳
以
上

20

子
宮
頚
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り

口
で
あ
る
頚
部
か
ら
発
生
し
ま
す
。

こ
の　

年
間
で
の
発
生
率
は
、　

20

50

歳
以
上
で
は
順
調
に
減
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
逆
に　

歳
か
ら　

歳

20

24

で
は
約
2
倍
に
、　

歳
か
ら　

歳

25

29

で
は
3
倍
か
ら
4
倍
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
頚
が
ん
検
診
は　

歳
以

20

上
の
女
性
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

子
宮
体
が
ん
検
診
は
「　

歳
以
上

50

で
不
正
出
血
の
あ
る
方
」
と
「
閉

経
後
に
不
正
出
血
の
あ
る
方
」

子
宮
体
が
ん
は
、
子
宮
の
奥
に

あ
る
内
膜
か
ら
発
生
し
ま
す
。　
50

歳
か
ら　

歳
代
で
多
く
診
断
さ
れ

60

て
い
ま
す
。
体
が
ん
検
診
は
、「　
50

歳
以
上
で
不
正
出
血
の
あ
る
方
」

と
「
閉
経
後
に
不
正
出
血
の
あ
る

方
」
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

検
診
は
2
年
に
1
回

乳
が
ん
検
診
と
同
様
に
2
年
に
1

回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
頚
が
ん
は
、
早
期
に
症

状
が
出
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、　
20

歳
に
な
っ
た
ら
定
期
的
に
自
主
検
診

を
受
け
る
こ
と
、
自
覚
症
状
（
不
正

出
血
、
茶
褐
色
・
黒
褐
色
の
お
り
も

の
が
増
え
る
、
下
腹
部
痛
な
ど
）
が

あ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
で

受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
子
宮
体
が
ん
は
、
病
状
が

進
行
し
て
い
な
い
早
期
の
段
階
で
出

血
す
る
こ
と
が
多
く
、
不
正
性
器
出

血
に
よ
る
発
見
が
約
9
割
を
占
め
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
量
で
も
出

血
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機

関
で
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

保健福祉課

保健指導係

� 52 - 2144

広報みなみふらの№587１１

平成１７年度からの検診方法

子宮がん検診乳がん検診

�子宮頚がん検診
　　20歳以上の方

�子宮体がん検診

｛
2年に1回

40歳以上の方

2年に1回

視触診とマンモグラフィを
併せて行います。

対象年齢

検診方法

検診日程
・１年おきに対象地区を分けて、それぞれ幾寅会場と金山（ま
たは下金山）会場で実施します。ただし、対象地区以外の方
であっても、前年の検診で「経過観察」と診断され、かつ主
治医から町の検診を受けるよう指示されている方は受診でき
ます。その場合は、保健師までご連絡ください。

・「幾寅会場」では、乳がん検診と子宮がん検診を別々の日程
で実施します。

・「金山（または下金山）会場」では、乳がん検診と子宮がん
検診を同じ日に実施します。

料　　金

例年どおり、毎年３月に各世帯へ配布する「各種健診意向調査」
に受診希望の旨をご記入ください。

申込方法

50歳以上で不正出血のある方
閉経後に不正出血のある方

子宮がん検診乳がん検診対象地区

１１月実施４月実施北落合・落合・幾寅・東鹿越の方17年度

４月実施４月実施金山・下金山の方18年度

１１月実施４月実施北落合・落合・幾寅・東鹿越の方19年度

４月実施４月実施金山・下金山の方20年度

子宮がん検診
乳がん検診健康保険などの種類

体がん頚がん
500 円1,300 円1,400 円国民健康保険
1,000 円2,000 円2,400 円その他の保険
500 円1,000 円1,200 円70歳以上の方
無　料無　料無　料生活保護の方


